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9年間を見通した教育という考え方は良いと思う。

9年生まで同じ施設で学習し、教職員も同じ教員室ということが、イメージが
なかなか湧きませんが、子供を長い目で見取ることが出来る良さがあるのか
なと感じました。

義務教育学校となり、9年間の視点で子供たちを指導できることは、 とても楽
しみです。異学年交流が進むことも興味があります。

小中連携がスムーズに行われるため、 とても良い計画だと思います。
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小中一貫型より義務教育学校の方が統一感があって良いと感じた。

9年間のスパンで子供たちを育てることを念頭に置くと、小中一貫型より本計
画案の義務教育学校にという提案に賛成である。義務教育学校ついて、一つ
の教員組織で子供たちを育てていくという意識を、何より教員が持つことが
大切であると思う。9年間を大きくとらえての教育課程の柔軟な編成を魅力てﾞ
ある。

義務教育学校てぐ9年間を「4-3-2」等に区切ることが出来るのは発達段階から
考えるといいように思う。

義務教育学校はとても魅力的だと思います。牧之原市の未来にとって素敵な
贈り物になると思います。
子供たちのことを思って、より楽しく、より学びやすくする学校づくりなの
て鯵、 とても良いと思いました。
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全体的には、本基本方針に賛成です。

小中の授業研修の交流増加

照◎手と
証
間

保
年

力
９

学
は

る
て

よ
し

に
対

華
錘

中
生

小
童 を見据えた学

■■■■児'4
びは宥菊7g E思います。

－

15 9年間の連続性の中で、児童・生徒の育ちや学びを見取れること

学区の教職員が同じ思い（同じプロセス）を共有しながら‘、生徒にかかわれ
ること
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義務教育卒業後を見越した就学支援が行われること

中lギャップの解消。

継続した支援ができること
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義務教育学校になると、小中での繋ぎがスムーズに行われると思うので、良
いと思う。
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学年の

区切り

と活動

今までの低・中．高の分け方等がこれからどうなるのか。小|→中3が同じ活
動を行うメリットもあるが、心配なこともあるなと思いました。
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